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六
・
二
七
”
集
中
豪
雨
”

町
内
各
所
で
崩
土
欠
壊

↓
道
路
欠
壊
（
写
真
は
清
水
地
内
）

↑
池
尻
地
内
地
す
べ
り
の
排
土
作
業

　
6
且
2
5
日
よ
り
降
り
始
め
た
雨
は
、

26

日
の
午
前
9
時
か
ら
27
日
の
午
前
9

時
ま
で
の
間
に
一
六
四
ミ
リ
の
雨
量
を

記
録
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
雨
足
は
衰

え
を
み
せ
ず
、
た
め
に
町
で
は
2
7
日
午

前
1
1
時
3
0
分
「
災
害
対
策
本
部
」
を
設

置
し
豪
雨
対
策
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
休
み
な
し
に
降
り
続
け
る

雨
は
降
り
始
め
の
2
5
日
か
ら
2
8
日
の
午

↓
増
水
し
荒
れ
狂
っ
た
渋
海
川

後
5
時
ま
で
の
間
に
総
雨
量
三
四
一
ミ

リ
を
記
録
、
こ
の
た
め
町
内
各
所
で
崩

土
、
欠
壊
等
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
出

ま
し
た
。

　
今
回
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
は
、

町
内
全
域
に
渡
っ
て
お
り
、
町
で
は
、

生
活
道
路
の
排
土
作
業
を
進
め
る
一
方
、

被
害
状
況
の
把
握
と
災
害
復
冊
に
全
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

住
家
・
避
難
命
令
　
松
代
（
大
坂
屋
）

・
避
難
勧
告
　
海
老
（
天
上
原
）
菅
刈

　
　
（
土
橋
・
勘
年
）
儀
明
（
長
兵
工
）

・
避
難
準
備
勧
告
　
千
年
（
う
ら
・
あ

　
　
ず
ま
や
・
源
七
．
上
東
・
山
本
）

　
　
蓬
平
（
ご
ぜ
ん
）

・
注
意
指
示
　
田
沢
（
た
っ
ぽ
）

・
崩
土
　
　
　
千
年
（
沢
入
）
松
代

　
　
（
高
木
屋
ワ
蓬
平
（
公
民
館
・
平
治
郎
）

・
欠
壊
　
　
　
清
水
（
す
け
じ
ろ
う
）

　
　
　
　
　
　
室
野
（
ぎ
ぜ
ん
）

納
屋
・
欠
壊
　
　
　
菅
刈
（
坂
中
）

車
庫
・
欠
壊
　
　
　
池
尻
（
さ
わ
）

・
崩
土
　
　
　
松
代
（
大
坂
屋
）

町
道
（
3
3
路
線
で
災
害
）

・
欠
壊
　
3
5
ケ
所
　
・
崩
土
　
4
5
ケ
所

農
道・
欠
壊
・
崩
土
　
80
ケ
所

田
・
冠
水
　
　
　
約
二
〇
〇
㎞

。
土
砂
流
入
　
約
八
○
㎏

・
流
矢
埋
設
約
一
五
㎞

た
は
こ
耕
作
被
害

・
倒
ふ
く
　
　
約
一
八
・
五
㎞

・
流
　
失
　
　
約
○
・
一
㎞

◇
住
家
破
損

　
　
松
代
　
大
坂
屋
・
高
木
屋

◇
床
下
浸
水
　
1
2
戸

◇
罐
家
全
壊
晦
平
公
民
館

◇
誹
住
家
破
損

　
　
松
代
　
大
坂
屋
車
庫

　
　
千
年
　
う
ら
納
屋

　
莇
平
　
ポ
ン
プ
小
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



難
縷
懸
懸
羅
灘
懸
雛
灘

　
6
月
2
8
日
松
代
町
議
会
第
2
回
定
例

会
が
招
集
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
1
2
件
の
議
案
が
付
議
・
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
議
決
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
報
告
事
項

・
産
業
経
済
常
任
委
員
会
・
建
設
常
任

　
委
員
会
の
春
の
融
雪
災
害
に
よ
る
農

　
林
道
施
設
．
町
道
の
視
察
調
査
結
果

　
報
告
が
あ
り
、
復
旧
促
進
の
要
望
が

　
な
さ
れ
ま
し
た
。

。
松
代
統
合
中
学
校
関
係
の
継
続
費
繰

　
越
計
算
書
の
報
告

　
（
総
額
九
億
七
、
四
一
九
万
円
の
建

　
設
費
を
五
十
一
～
五
十
四
年
度
に
わ

　
た
り
継
続
す
る
も
の
で
す
。
）

◇
5
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2

　
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
七
、
五
〇
四
万
九
千
円
が
追
加

さ
れ
、
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
億
五
、

五
四
五
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

「
歳
入
」
主
な
も
の
。

。
町
民
税
　
　
　
　
　
六
〇
〇
万
円

。
固
定
資
産
税
　
　
　
六
〇
〇
万
円

・
地
方
交
付
税
　
　
　
四
〇
〇
万
円

・
国
庫
支
出
金
　
二
、
八
六
七
万
円

　
　
（
教
育
費
関
係
）

・
県
支
出
金
　
　
一
、
六
〇
五
万
円

　
　
（
主
に
冬
期
孤
立
集
落
機
能
維
持

　
　
施
設
補
助
金
）

・
繰
越
金
　
　
　
　
　
五
二
六
万
円

・
町
債

「
歳
出
」
主
な
も
の

・
交
通
安
全
対
策
費

八
五
〇
万
円

四
六
万
円

。
冬
期
孤
立
集
落
機
能
維
持
施
設
整
備

費
二
、
四
三
〇
万
円

　
（
管
理
棟
建
設
及
び
敷
地
整
備
に
、

　
一
、
〇
六
〇
万
円
、
雪
上
車
・
圧
雪

ド
ー
ザ
ー
購
入
費
一
、
三
一
〇
万
円

な
ど
）

・
農
免
室
野
儀
明
線
測
量
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
〇
万
円

・
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
万
円

　
（
大
豆
、
そ
は
等
種
子
代
、
二
二
万

円
、
果
樹
等
苗
木
代
七
三
万
円
）

・
除
雪
機
械
・
ト
レ
ー
ラ
ー
借
上
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

。
菅
刈
分
校
他
校
舎
施
設
修
繕
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

・
中
学
校
統
合
建
設
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
二
、
八
〇
三
万
円

　
（
校
歌
作
詞
作
曲
謝
礼
五
〇
万
円
・

　
グ
ラ
ン
ド
整
備
費
二
、
四
〇
三
万
円

　
・
米
飯
給
食
設
備
備
品
二
〇
〇
万
円
）

・
町
単
独
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
四
万
円

・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
〇
万
円

◇
昭
和
53
年
度
町
農
業
共
済
事
業
会
計

　
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

　
農
作
物
共
済
勘
定
の
事
業
収
益
が
九

五
万
円
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
水

稲
無
事
戻
金
の
補
正
増
に
よ
る
も
の
で

す
。◇

町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
ぴ
災
害
援

　
護
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
の

　
［
部
改
正
に
つ
い
て

　
暴
風
、
豪
雨
等
の
自
然
災
害
に
よ
り

死
亡
し
た
町
民
の
遺
族
に
対
す
る
災
害

弔
慰
金
が
、
生
計
を
主
と
し
て
維
持
し

て
い
た
場
合
に
は
一
五
〇
万
円
か
ら
二

〇
〇
万
円
に
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
七

五
万
円
か
ら
一
〇
〇
万
円
に
引
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
又
災
害
に
よ
る
被
害
を
受

け
た
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
災
害
援

護
資
金
の
貸
付
金
額
も
そ
れ
ぞ
れ
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
　
（
53
年
1
月
1
4
日
以

降
に
生
じ
た
災
害
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
）

◇
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
一
部
変
更
に

　
つ
い
て

　
昭
和
5
0
年
度
か
ら
5
4
年
度
の
事
業
計

画
に
新
規
に
中
子
・
片
桐
山
線
、
室
野

・
山
平
線
、
小
屋
丸
・
池
之
畑
線
の
町

道
改
良
事
業
や
農
道
整
備
事
業
等
を
追

加
し
た
も
の
で
す
。

◇
松
代
町
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正

　
に
つ
い
て

　
共
済
細
目
書
の
提
出
期
日
を
春
蚕
繭

に
つ
い
て
は
1
2
月
1
日
と
あ
る
の
を
1
1

月
3
0
日
に
改
め
ま
し
た
。

（2）

◇
53
年
度
町
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

　
水
稲
・
蚕
繭
無
事
戻
金
に
つ
い
て

　
ω
水
稲
共
済
無
事
戻
金
　
六
二
〇
戸

　
　
　
　
　
一
〇
九
万
四
、
六
八
五
円

　
②
蚕
繭
　
一
五
戸

　
　
　
　
　
　
　
二
万
四
、
八
七
一
円

◇
5
2
年
度
町
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

　
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
収
入
・
三
、
五
〇
四
万
二
八
一
円
・

支
出
・
二
、
七
八
九
万
九
、
五
六
九
円

・
差
引
剰
余
金
七
一
四
万
七
一
二
円
の

決
算水

稲
共
済
事
業
被
害
概
況

　
　
　
　
　
　
　
（
　
）
内
は
前
年
度

3
割
以
上
被
害
戸
数

　
　
五
三
戸
　
　
　
（
八
四
〇
戸
）

被
害
面
積

　
四
一
八
a
（
一
五
、
九
六
一
a
）

共
済
金

　
　
　
　
　
　
九
七
万
九
二
〇
円

（
三
、
二
六
九
万
二
、
六
六
〇
円
）

　
昨
年
は
風
水
害
、
病
害
虫
の
被
害
も

少
な
く
豊
作
の
年
と
な
り
水
稲
無
事
戻

金
も
五
〇
五
戸
に
六
三
万
八
、
　
一
七
七

円
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

◇
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　
犬
伏
字
後
倉
を
起
点
に
苧
島
字
石
原

坂
を
終
点
と
す
る
旧
国
道
線
2
号
（
総

延
長
四
六
八
m
・
巾
員
三
・
五
m
～
四

m
）
を
町
道
に
認
定
し
ま
し
た
。

◇
機
械
の
購
入
契
約
に
つ
い
て

　
53
年
度
雪
寒
地
域
建
設
機
械
整
備
事

業
に
よ
り
、
小
松
T
H
六
五
C
V
（
車

輪
式
）
一
台
を
予
定
価
額
一
、
四
七
〇

万
円
で
上
越
市
の
新
潟
小
松
販
売
上
越

支
店
よ
り
購
入
す
る
も
の
で
す
。

◇
5
3
年
産
米
政
府
買
入
価
格
な
ら
ぴ
に

　
農
業
基
本
政
策
確
立
・
米
穀
政
策
確

　
立
等
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

　
い
て

　
昭
和
53
年
産
米
価
に
つ
い
て
一
俵
60

晦
当
り
一
万
九
、
二
七
六
円
の
実
現
と

農
業
基
本
政
策
確
立
・
米
穀
政
策
確
立

等
に
関
す
る
要
請
な
ど
の
意
見
書
を
中

央
関
係
大
臣
に
発
送
す
る
も
の
で
す
。



保
健
衛
生
シ
リ

ズ

＠

◆
　
四
十
八
年
か
ら
五
十
二
年
ま
で
の

　
胃
ガ
ン
死
亡
と
、
つ
く
し
号
の
検
診

　
結
果
か
ら
。

　
毎
年
の
死
亡
統
計
で
第
三
位
の
ガ
ン

死
亡
の
う
ち
、
最
も
多
い
の
が
胃
ガ
ン

で
す
。
　
（
L
表
）

五
年
間
に
各
種
の
ガ
ン
で
死
亡
し
た
人

は
七
十
五
人
で
す
が
、
そ
の
う
ち
二
十

九
人
が
胃
ガ
ン
で
す
。
而
も
四
十
代
か

ら
六
十
代
の
人
が
二
十
人
も
死
亡
し
て

い
ま
す
。

　
脳
卒
中
や
心
臓
病
で
も
若
い
人
が
死

亡
し
ま
す
が
、
胃
が
ん
は
そ
の
割
合
が

非
常
に
高
い
の
で
す
。

表
1

過
去
五
年
間
（
4
8
～
52
年
）
の

ガ
ン
死
亡

0
は
女

11～20 21～30 31～40 4｝㌧50 51～60 61～70 71～∈D 80才以 計
胃　　ガ　　ン 3 713） 10（4） 8（3）

1 29㈹
食　道　ガ　ン 1 5（2） 3（1〉 9（3）

舌・口膣ガソ 1　1 1 1 3（1

腸　　ガ　　ン 211） 1（1） 2（2）
3 8（4）

幽　門　ガ　ソ 1　1 1（1

胆道・肝臓ガン 1（1） 1（1） 1（1） 4（4） 7（7）

肺　　ガ　　ン 2（1 5 1 8（1

膵　臓　ガ　ン 1
1（1）
1 3（1

膀胱・前立線ガン
2 2

血液・淋巴ガン 1
2（1）
1 41

子　宮　ガ　ソ 1（1） 1（1

計
1 1（1》 7（2） 17 25ω 22（8） 2（1） 75¢0

　
又
つ
く
し
号
の
検
診
結
果
は
2
表
の

通
り
で
す
。
非
常
に
要
精
検
の
対
象
者

が
多
く
、
そ
の
半
数
以
上
に
異
常
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
胃
潰
瘍
の
早
期
治

療
で
元
気
に
な
っ
た
人
も
多
く
、
早
期

ガ
ン
の
手
術
で
健
康
を
と
り
戻
し
た
人

も
数
人
お
り
ま
す
。

　
表
で
ご
ら
ん
の
通
り
胃
ガ
ン
死
亡
、

要
精
検
者
は
圧
倒
的
に
男
の
人
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ
な
い
、
疲
れ
る

等
の
症
状
が
出
て
か
ら
で
は
、
も
う
て

お
く
れ
で
す
。

　
毎
年
検
査
を
受
け
れ
ば
、
胃
潰
瘍
や

胃
ガ
ン
で
死
亡
す
る
人
は
、
非
常
に
少

な
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
る
町
の
部
落
で
は
胃
検
診
の
日
は

「
ノ
ー
朝
食
デ
ー
」
と
し
て
皆
が
検
診

を
う
け
る
そ
う
で
す
。
今
年
こ
そ
大
勢

が
特
に
五
十
オ
前
後
で
一
回
も
検
診
を

し
た
事
の
な
い
人
は
必
ず
う
け
て
胃
の

健
康
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

　
待
っ
て
い
る
の
が
大
変
だ
と
い
う
人

も
い
ま
す
が
、
自
分
の
健
康
の
た
め
を

考
え
れ
ぱ
、
決
し
て
損
は
し
ま
せ
ん
。

又
バ
リ
ゥ
ム
を
飲
む
の
が
い
や
だ
と
い

う
人
も
い
ま
す
が
、
最
近
の
バ
リ
ウ
ム

は
非
常
に
飲
み
や
す
く
、
量
も
少
く
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
心
配
し
な
い
で
来
て

下
さ
い
。

　
今
年
の
検
診
予
定
は
八
月
二
十
日
過

ぎ
の
予
定
で
す
。
尚
、
今
年
か
ら
胃
検

診
の
対
象
は
三
十
オ
か
ら
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
に
受
診
申
込
案
内
が
皆

様
の
と
こ
ろ
へ
ゆ
き
ま
す
の
で
、
隣
近

所
誘
い
あ
っ
て
申
し
込
み
を
し
検
診
を

う
け
て
下
さ
い
。

　
尚
、
婦
人
科
検
診
も
八
月
二
十
日
過

ぎ
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
婦
人
科
検
診
で

も
異
常
が
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
三
十
五
オ
以
上
の
方
は
一
人
で
も

多
く
受
検
し
て
下
さ
い
。

※　
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
欠
席
し
て
間
接
撮
影

カ
ー
ド
を
も
っ
て
い
る
人
は
役
場
へ
返

し
て
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

つ
く
し
号

　
　
検
　
診
　
結
　
果

　
　
　
（
4
8
～
5
2
年
の
五
年
間
）

精
検
受
診
者
三
四
三
名
の
う
ち
明
治
生

れ
の
人
は
わ
ず
か
二
二
名
で
す
。

男 女 計

受　　診　　者 1，131 995 2，126
要　　精　　検 252 102 354

診 243 100 343
”　未受診者 9 2 11

精
　
検
　
結
　
果

異状なし 107 43 150
胃　潰　瘍 38 3 41
十二指腸潰瘍 12 4 16
潰瘍搬痕 12 4 16
胃　　　炎 49 25 74
胃　下　垂 16 20 36
胃ポリープ 5 5
そ　の　他 4 1 5

児
童
扶
養
手
当
の

所
得
制
限
が

緩
和
さ
れ
ま
し
た

　
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

る
「
児
童
扶
養
手
当
」
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。

☆
手
当
の
対
象
者
☆

L
　
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

2
　
父
が
死
亡
し
た
児
童

3。

　
父
が
法
に
定
め
ら
れ
た
障
害
の
状

　
態
に
あ
る
児
童

4
　
父
が
生
死
不
明
、
遺
棄
、
拘
禁
（

　
一
年
以
上
）
さ
れ
て
い
る
児
童

ε
　
未
婚
の
母
の
児
童
で
父
が
い
な
い
。

　
但
し
、
受
給
者
及
び
児
童
が
公
的
年

　
金
（
障
害
、
老
令
福
祉
年
金
を
除
く
）

　
を
受
け
て
い
る
と
き
等
は
除
か
れ
ま
す
。

　
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

役
場
社
会
課
社
会
福
祉
係
へ
お
た
ず
ね

下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



（4）

◆心身障害の

お子さんのための

特別児童扶養手当

をご存じですか◆

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
家

庭
で
養
育
し
て
い
る
方
に
、
支
給
さ
れ

る
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
機
能

の
障
害
や
知
恵
お
く
れ
の
た
め
に
、
法

律
で
定
め
る
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す

る
重
い
障
害
が
あ
る
二
十
オ
未
満
の
障

害
児
を
対
象
に
国
が
支
給
す
る
も
の
で

す
。
　
（
二
十
オ
を
こ
え
た
場
合
は
、
国

民
年
金
制
度
に
よ
る
障
害
福
祉
年
金
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
）

　
手
当
の
支
給
額
は
、
現
在
一
級
障
害

で
月
額
二
万
二
千
五
百
円
、
二
級
障
害

で
月
額
一
万
五
千
円
で
す
が
、
こ
と
し

の
八
月
分
か
ら
さ
ら
に
手
当
額
の
引
上

げ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
福
祉
係
へ
。

児
　
童
　
手
　
当
　
制
　
度

　
児
童
が
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
は
、
国
民
す
べ
て
の
願
い

で
あ
り
、
家
庭
と
社
会
が
と
も
ど
も
に

児
童
の
健
全
な
育
成
に
努
め
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

　
児
童
手
当
制
度
は
、
こ
の
た
め
の
施

策
の
ひ
と
つ
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で

児
童
を
養
育
す
る
人
に
児
童
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
生
活
の

安
定
と
次
代
を
に
な
う
児
童
の
健
全
育

成
、
資
質
向
上
と
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
日
本
国
民
が
、
次
の
要
件
に
あ
て

は
ま
っ
て
い
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

e
　
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
以

上
が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
（
中
学

校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
児
童
）
で
あ
る

こ
と
。

口
　
そ
の
人
の
前
日
の
収
入
が
、
一
定

の
額
に
満
た
な
い
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
要
件
に
該
当
す
る
人
で
、

ま
だ
認
定
請
求
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は

役
場
社
会
課
社
会
福
祉
係
ま
で
お
い
で

下
さ
い
。

児
童
手
当
現
況
届
の
手
続
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
す
み
で
す
か
？

　
毎
年
6
月
1
日
現
在
の
児
童
の
養
育

の
状
況
、
前
年
の
所
得
状
況
を
確
認
す

る
た
め
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
の
す
ん
で
い

な
い
方
は
、
届
書
の
黒
枠
内
を
必
ず
記

入
の
上
、
役
場
社
会
課
社
会
福
祉
係
ま

で
印
鑑
持
参
の
上
、
お
い
で
下
さ
い
。

　
尚
、
こ
の
届
書
を
提
出
し
な
い
と
、

6
月
分
か
ら
の
児
童
手
当
を
受
給
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

◎
児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
児
童
手
当
支
給
額
が
、
市
町
村
民
税

所
得
割
の
額
が
な
い
者
に
増
額
さ
れ
、

現
行
五
千
円
か
ら
六
千
円
に
増
額
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。
尚
、
改
正
に
係
る
事

務
処
理
は
、
職
権
に
て
処
理
い
た
し
ま

す
。

瞬

　
さ
き
ご
ろ
国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
の
お
も
な
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
昭
和
五
二
年
度
の
全

国
消
費
者
物
価
指
数
が
六
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、
拠
出
制

年
金
（
老
令
や
通
算
老
令
を
は
じ
め
、

障
害
、
母
子
、
準
母
子
、
遺
児
、
寡
婦

の
各
年
金
）
は
こ
の
七
月
か
ら
六
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
年
金
額
が
物
価
ス
ラ
イ
ド
し
た
こ

と
に
伴
い
、
保
険
料
額
は
昭
和
五
四
年

改善のポイント

四
月
か
ら
一
ケ
月
三
、
三
〇
〇
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
又
現
在
、
無
年
金

者
が
全
国
に
約
一
〇
〇
万
人
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
人

た
ち
を
救
済
す
る
た
め
「
特
例
納
付
」

が
五
三
年
七
月
か
ら
五
五
年
六
月
ま
で

の
二
年
間
実
施
さ
れ
ま
す
。
特
例
保
険

料
額
は
一
ケ
月
四
、
○
○
○
円
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
納
め
る
こ
と
の

出
来
る
人
は
明
治
四
四
年
四
月
二
日
以

後
に
生
れ
た
強
制
加
入
者
だ
け
と
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。
一
方

lli馨雛舞藷義器あi製

illi蕪勲納懸曝磯灘額．・　4，000円

驚灘欝難…毒鯵極ライ・ドがあ

讐警1鯵鵬
500円→24，800円
0δ0円→16，500円
22

お
子
鞠
緩
義
警
垂
母
3

　
　
　
母

　
　
級
級
準

糠
霧
董
2

　
　
　
羅

遜
障
　
　
無
　　　　　，，灘簸5QO円→21，500円

　　　，孝驚1鋏蕎…餐120灘円→334万円

il轡叢編募講1擁欝

福
祉
年
金
は
一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
る
引
き
上
げ
幅

に
な
っ
て
お
り
、

ζ
の
引
き
上
げ
は

五
三
年
八
月
か
ら

実
施
さ
れ
ま
す
。
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縁
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に
は
夫
婦
双
方
と
も
養
子
縁
組

　
の
当
事
者
に
な
る
必
要
が
あ
る

　
と
聞
い
て
い
る
。
も
し
、
夫
婦

　
の
一
方
が
養
子
縁
絹
に
加
わ
っ

　
て
い
な
い
と
き
は
そ
の
縁
粗
は

　
ど
う
な
る
の
か
。
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夫
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迎
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と
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．
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閤
　
夫
婦
が
養
子
を
迎
え
る
と
き
の
こ

　
と
を
「
夫
婦
共
同
縁
組
」
と
い
い
、

　
民
法
は
、
「
配
偶
者
の
あ
る
者
は
、

　
そ
の
配
偶
者
と
と
も
に
し
な
け
れ
は

　
縁
組
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

　
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規

　
定
が
お
か
れ
た
の
は
、
養
子
制
度
の

　
目
的
が
親
の
な
い
子
に
親
を
与
え
る

と
い
う
子
の
福
祉
に
も
と
づ
い
て
い

る
た
め
、
夫
婦
の
一
方
に
つ
い
て
の

み
養
親
子
関
係
が
成
立
し
て
も
、
他

の
一
方
に
は
何
の
身
分
関
係
も
な
い

と
い
う
の
で
は
、
子
の
福
祉
に
な
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
配
偶
者
の
子
を
養
子
と
す

る
場
合
に
は
、
夫
婦
が
と
も
に
縁
組

の
当
事
者
と
な
ら
な
く
て
も
、
子
の

福
祉
に
反
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
に

「
夫
婦
の
一
方
が
他
の
一
方
の
子
を

養
子
と
す
る
場
合
」
に
は
共
同
で
縁

組
を
し
な
く
て
も
よ
い
も
の
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
夫
婦
が
共
同
で
縁
組

し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
と
き
は
、
一

方
が
縁
組
に
加
わ
っ
て
い
な
い
と
、

そ
の
縁
組
が
有
効
か
無
効
か
、
あ
る

い
は
取
り
消
し
う
る
か
否
か
に
つ
い

て
を
明
ら
か
に
し
た
規
定
は
な
い
。

し
か
し
、
身
分
法
の
規
定
は
強
行
規

定
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
共
同
縁
組

の
要
件
を
欠
い
て
い
る
縁
組
は
無
効

で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

バスのご案内京ヨ需り●お盆
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☆デラヅクスバス・リクライニングシートですから、充分お

　眠みいただけます。

☆手荷物のお持込みも可能です。

！全席予約制’

夜行・直行

（陸運局長に申請

㎡・経
野
崎
長
高

直江津か9時間
　　　ら　　　◇運賃料金は、国鉄とほぼ同額の見

　　　　　　　　中。認可のあり次第、ご案内いた

潔器寧一國遷廻一
　　　　　　　19．00　　　　　　20：00　　　　　　　20．20

　18：20
　　室野

曜由｛璽塑
　　　　　　　　4二〇〇

込みです。（

します。）

・團醤
　21二〇〇

蜀箇
璽六日
18：30

魍　　　　　　國囲
ユ7醗のみ）”i愉…i7擁一一

ユ7号ルード

ト目町経由

◎松代⑩→上野間　　17号ルートのみ　　3，300円

◎但し20名に満たない場合は取止めさせていただきます。

◇申込み・問合せは④頸城パス松代営業所へ◇

、ノ隔）、、

広
域
消
防
組
合
の

財
政
状
況
は
…
…

　
1
9
市
町
村
で
組
織
し
て
い
る
上
越
地

域
消
防
事
務
組
合
の
財
政
状
況
で
す
。

　
今
回
は
昭
和
5
2
年
1
0
月
1
日
か
ら
昭

和
53
年
3
月
3
1
日
ま
で
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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九
月
末
現
在
で
は
予
算
額
一
〇
億
円
、

八
五
六
万
七
千
円
で
し
た
が
、
そ
の
後

二
、
九
七
三
万
五
千
円
を
追
加
し
て
3

月
末
の
予
算
額
は
一
〇
億
廿
、
八
三
〇

万
二
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
追
加
し
た
主
な
も
の
は
、
職
員
の
年

令
構
成
か
ら
将
来
数
ケ
年
に
わ
た
り
多

額
の
退
職
手
当
を
必
要
と
す
る
の
に
備

え
る
た
め
の
退
職
手
当
積
立
金
と
、
第

2
次
整
備
5
ケ
年
計
画
に
基
づ
く
庁
舎

建
設
、
消
防
車
更
新
等
に
必
要
な
財
政

調
整
積
立
金
で
す
。

　
予
算
額
は
一
〇
億
七
、
八
三
〇
万
二

千
円
。
こ
れ
に
対
し
三
月
末
現
在
の
収

入
は
一
〇
億
五
、
一
八
七
万
七
千
円
、

支
出
は
一
〇
億
一
、
九
〇
六
万
四
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
収
入
の
お
も
な
も
の
は
各
市
町
村
の

負
担
金
が
九
億
七
、
五
四
二
万
円
、
国

庫
支
出
金
一
、
二
六
七
万
円
、
財
産
収

入
二
、
四
六
四
万
円
、
繰
越
金
三
、
○

〇
五
万
円
な
ど
で
す
。

　
支
出
で
は
、
消
防
署
員
の
給
料
等
の

総
務
管
理
費
が
九
億
九
、
七
三
一
万
円

と
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
財
産
の
状
況
は
、
土
地
が
柿
崎
町
・

妙
高
高
原
町
・
安
塚
町
に
職
員
待
機
宿

舎
敷
地
と
し
て
合
計
九
七
六
．
π
。
建
物

が
三
、
九
〇
八
、
彿
、
車
両
は
、
消
防
自

動
車
1
8
台
、
化
学
消
防
自
動
車
2
台
指

令
車
1
2
台
な
ど
合
計
4
4
台
、
有
価
証
券

が
三
二
二
万
円
、
基
金
は
、
職
員
退
職

基
金
、
財
政
調
整
基
金
を
合
わ
せ
て
五

億
三
、
四
〇
九
万
円
で
す
。
ま
た
、
地

方
債
の
合
計
は
一
億
三
、
一
〇
八
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



◇作ろう健康◇

一トリムシリーズ③一

〈
9
V
江
戸
ト
リ
ム
〈
9
V

　
ト
リ
ム
の
手
軽
な
も
の
に
は
日
本
に

は
体
操
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

江
戸
時
代
の
庶
民
の
生
活
の
中
で
も
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
な
た
も
江
戸
ト

リ
ム
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ラ色
　
ひ
ざ
う
ら
さ
わ
り

　
両
足
を
揃
え
て
立
ち
、
体
を
後
ろ
に

反
ら
し
両
方
の
手
の
平
で
、
膝
の
裏
側

を
し
っ
か
り
つ
か
む
。

うの償㊧ら齢

ノo

　
　
　
↑

ノ

ω
　
耳
さ
わ
り
パ
ラ
ン
ス

　
立
て
膝
に
な
っ
て
片
方
の
足
を
浮
か

し
、
右
手
を
首
に
巻
き
つ
け
て
、
右
耳

を
つ
か
ん
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま
す
。

　
耳
が
さ
わ
れ
な
け
れ
は
、
左
手
で
右

耳
を
つ
か
ん
で
み
ま
す
。
次
に
左
手
で

右
耳
、
右
手
で
左
耳
を
同
時
に
つ
ま
ん

だ
ま
ま
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ス
　
　
　
　
　
　
　
》

　
、
－
　
　
　
　
）

　　　　　　い君）“耳ざフbジ〈巧

ラ“
　
腕
の
ば
し

　
正
座
し
て
拝
む
よ
う
に
手
の
平
を
合

わ
せ
、
ゆ
っ
く
り
右
左
、
前
後
、
斜
め

に
手
を
伸
ば
し
、
伸
は
す
間
は
息
を
吸

い
、
手
を
元
の
位
置
に
戻
し
な
が
ら
息

を
吐
き
ま
す
。

o

く
蝉く）

／）

の
画
　
　
9

　
　
　
毒

ノ
　
0

　
　
　
珍

o

y
♂

敗
ω
　
こ
ぶ
し
立
ち

　
自
分
の
こ
ぶ
し
を
、
相
撲
の
構
え
の

よ
う
に
床
に
つ
け
、
左
の
足
を
左
手
、

右
足
を
左
手
の
上
に
の
せ
ま
す
。
ち
ょ

う
ど
、
土
踏
ま
ず
を
自
分
の
体
重
を
利

用
し
て
押
す
恰
好
と
な
り
ま
す
。

⊆
のこ3ご喧ち

嫡

（6）

戸
籍
の
窓
口
か
ら

六
月
受
付
分
（
受
付
順
）

淳
三
ん
湊

お
め
で
と
幽
衡

浅
野
　
隆
・
田
中
由
美
子
　
松
代
高
校

離験　
　
　
　
父
道
久

高
橋
陽
子
　
　
　
二
女
莇
平
政
右
工
門

　
　
　
　
母
恵
美
子

　
　
　
　
父
隆
幸

小
堺
あ
ゆ
み
　
　
長
女
　
蓬
平
五
郎
作

　
　
　
　
母
広
美

　
　
　
　
父
衛

柳
勝
志
　

二
男
犬
伏
久
保

　
　
　
　
母
も
も
よ

　
　
　
　
父
恵
一

柳
恵
美
　

長
女
犬
伏
庄
円

　
　
　
　
母
一
美

　
　
　
　
父
一
郎

若
月
康
子
　
　
　
二
女
　
孟
地
　
糀
屋

　
　
　
　
母
テ
ル
子

　
　
　
　
父
邦
春

宮
沢
直
樹
　
　
　
二
男
　
下
山
窪
田

　
　
　
　
母
一
子

米
持
　
作
次
　
六
八
オ

相
沢
　
益
蔵

柳
　
　
新
吉

山
岸
辰
三
郎

柳
　
　
ヨ
シ

石
田
　
ヤ
ス

若
丼
長
太
郎

五
一
オ

七
六
オ

七
四
オ

九
五
オ

八
四
オ

六
八
オ

室
野
善
之
助

松
代
清
右
工
門

千
年
　
　
原

蒲
生
林
右
工
門

千
年
　
加
平

苧
島
沖
の
原

蓬
平
　
角
院

※
四
月
受
付
の
お
く
や
み
の
関
谷
充
福

千
年
「
上
の
原
」
は
「
ま
ご
べ
え
」
の

誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

人ロのうこき

7月1日現在

1，952（一2）
3，786（一1）
3，848（一1）
7，634（一2）

世帯数

人口男

　　女

　　計

　7

15
22

亡
出
計

死
転
減

　6

14
20

生
入
計

出
転
増



一県民スポーツの日

　　　　松代大会終了一

　
第
1
4
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
松
代
大

会
は
、
6
月
2
5
日
と
7
月
2
日
の
両
日

松
代
小
学
校
・
松
代
高
校
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
各
種
目
と
も
熱
戦
が
展
開
さ

れ
応
援
団
の
大
声
援
と
と
も
に
楽
し
い

ス
ポ
ー
ツ
の
日
で
し
た
。

　
今
大
会
で
、
恵
ま
れ
な
い
施
設
・
条

件
を
克
服
し
長
年
地
域
ぐ
る
み
の
ス
ポ

ー
ッ
活
動
を
続
け
て
い
る
南
部
地
区
の

皆
さ
ん
を
特
別
表
彰
し
、
そ
の
努
力
と

ス
ポ
ー
ッ
ヘ
の
情
熱
を
讃
え
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
大
会
一
日
の
み
な
ら
ず

日
常
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
を
と
り
入
れ
明

る
い
生
活
を
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　
　
　
　
　
（
参
加
1
4
チ
ー
ム
）

位位位位

松
代
青
年
会
A
チ
ー
ム

教
　
　
　
　
員
チ
ー
ム

千
年
青
年
会
チ
ー
ム

室
野
青
年
会
チ
ー
ム

◇
優
秀
選
手
賞
◇

　
サ
ー
ブ
賞

　
　
柳
　
う
た
る

　
　
柳
　
哲
郎

　
レ
シ
ー
ブ
賞

　
　
平
沢
建
一

　
　
佐
藤
一
徳

　
ア
タ
ヅ
ク
賞

　
　
市
川
輝
雄

　
　
若
山
　
淳

（
松
代
青
年
A
）

（
南
西
チ
ー
ム
）

（
松
代
青
年
A
）

（
教
員
チ
ー
ム
）

（
南
主
目
チ
ー
ム
）

（
室
野
チ
ー
ム
）

☆
｝
般
卓
球
の
部

　
　
　
　
　
　
（
参
加
8
チ
ー
ム
）

◇
団
体
戦
の
部

　
一
位
　
高
校
A
チ
ー
ム

　
ニ
位
　
伊
沢
　
チ
ー
ム

　
三
位
　
高
校
B
チ
ー
ム

◇
個
人
戦
・
男
子
の
部

位位位位

武
田
繁
男

柳
　
利
彦

渡
辺
修
一

松
山
峯
夫

（
松
代
病
院
）

（
役
場
）

（
清
水
校
教
員
）

（
伊
沢
）

◇
個
人
戦
．
女
子
の
部

位位位位

中
村
三
枝
子

米
持
俊
子

長
沢
千
代
子

市
川
裕
子

（（（（松松松松
局局r局局
））））

☆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部

ー
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
“

一
位
鎌
舞

二
位
灘
難
）

三
位
縮
騨

三
位
喉
瞬

（
高
校
生
）

（
高
校
教
員
）

（
高
校
職
員
）

（
松
代
青
年
会
）

ー
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
既

轟
難
響

二
位
離
鞘
」

三
轟
薩
誓

（
高
校
生
）

（
協
会
）

（
高
校
教
員
）

（
西
松
建
設
）

陛
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
既

位位位位

大
島
正
明
（
高
校
教
員
）

鈴
木
正
武
（
高
校
生
）

小
堺
正
秀
（
高
校
生
）

樋
口
彰
（
高
校
生
）

暫
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
旺

位位位位

高
橋
由
美
子
（
高
校
生
）

富
沢
志
恵
子
（
協
会
）

千
葉
美
子
　
　
（
西
松
建
設
）

稲
永
り
つ
子
（
西
松
建
設
）

　
　
　
　
（
次
頁
に
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



◇火災とまぎらわしい
　　　　　　　届出について◇

消防署からのお願い

　火災とまぎらわしい煙又は火災を発するおそれのある行為（古

材、古カヤ等の焼却、大規模な火入等）をする時は条例にも定め

られていますので事前に消防署へ届出をして下さい。又行為をす

る時は、次の注意事項を守り、行為について十分留意して下さ％

　　　　　　　　　　　記
1．行為前に消防署へ届出をすること。（届出用紙は消防署にあ

　ります。又電話で届出する時は7－2310番です。）

2．行為中は必ず監視員を配置すること。

3．行為中は必ずバケツ等に水を用意すること。

　（雪の上の場合には、スコップ等を準備すること。）

4．気象の変化により危険状態になった場合は直ちに中止するこ

　と。

5．気象条件によっては、消防署より中止等の指示をすることも

　ある。

◎火災警報発令中は法令により実施することはできません。

既
中
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
躍

　
一
位
　
植
木
　
勲
（
松
代
中
学
校
）

　
二
位
　
相
沢
　
忠
（
　
　
〃
　
　
）

　
三
位
　
関
谷
常
男
（
　
　
〃
　
　
）

虹
小
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
紅

　
一
位
　
樋
口
春
彦
（
松
代
小
学
校
）

　
二
位
　
小
堺
敏
明
（
室
野
小
学
校
）

　
三
位
高
野
宏
（
松
代
小
学
校
）

　
三
位
　
斉
木
秀
雄
（
室
野
小
学
校
）

餌
小
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
紅

　
一
位
　
関
谷
直
美
（
松
代
小
学
校
）

　
二
位
　
植
木
英
恵
（
　
　
〃
　
　
）

三
位
　
高
野
由
美
（
松
代
小
学
校
）

三
位
高
橋
美
由
希
（
　
　
〃
　
　
）

☆
婦
人
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　
　
　
　
　
（
参
加
8
チ
ー
ム
）

一
位
　
松
代
B
組

二
位
　
室
野
チ
1
ム

三
位
　
伊
沢
チ
ー
ム

三
位
　
千
年
チ
ー
ム

交通のきまりを

守りましよう

◎わき見運転など無暴な運転は

　しない。

◎酒酔い運転はしない。

◎歩行者も，きまりを守りまし

　ょう。

　
明
年
四
月
採
用
の
高
卒
、
男
子
警
察

官
を
、
次
に
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
、
採
用
予
定
人
員
　
約
四
十
人

一
、
受
付
期
間

　
　
　
8
月
21
日
か
ら
9
月
2
4
日
ま
で

一
、
採
用
試
験

　
　
・
第
一
次
　
1
0
月
1
日
　
上
越
市

　
　
・
第
二
次
　
1
2
月
上
旬

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
警
察
署
、

派
出
所
又
は
駐
在
所
で
お
た
ず
ね
下
さ

い
。

警
察
官

　
募
集
〃

《
〉
〈
＞
《
＞
《
＞
〈
》
〈
＞
〈
＞
〈
＞
《
＞
〈

（8）



　
今
年
の
探
鳥
会
は
、
儀
明
薬
師
公
園

を
中
心
に
開
催
さ
れ
た
。

　
六
月
三
日
夜
七
時
か
ら
野
鳥
の
特
徴

と
生
態
の
話
を
聞
く
。
地
元
の
人
達
の

熱
心
な
質
問
で
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る

程
だ
っ
た
。

　
宿
泊
用
具
を
大
前
さ
ん
の
御
好
意
に

よ
り
借
用
し
、
松
代
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
皆
さ
ん
か
ら
運
ん
で
も
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　

　
四
日
の
朝
三
時
半
に
起
床
、
会
館
前

で
探
鳥
の
注
意
が
さ
れ
る
頃
は
、
松
代

か
ら
一
〇
名
近
く
か
け
つ
け
、
部
落
の

人
達
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
四
〇
名

を
越
し
た
。
小
堺
長
四
郎
さ
ん
の
道
案

内
で
四
時
に
出
発
し
、
六
時
に
薬
師
峠

の
頂
上
に
つ
き
今
ま
で
の
整
理
を
終
っ

た
頃
雨
が
降
り
だ
し
た
の
で
や
む
な
く

帰
路
に
つ
い
た
。

　
二
十
五
種
と
少
し
少
な
か
っ
た
が
、

思
い
が
け
な
い
ア
オ
サ
ギ
を
見
る
こ
と

が
出
来
た
。
御
世
話
に
な
っ
た
部
落
の

皆
さ
ん
に
誌
面
を
借
り
て
御
礼
を
申
し

上
げ
、
今
後
共
目
然
の
友
と
し
て
、
野

鳥
を
可
愛
が
っ
て
下
さ
い
。

た
ん
鳥
会
に

　
　
　
行
っ
た
こ
と

儀
明
分
校
四
年

　
　
　
小
堺

邦
子

　
六
月
四
日
、
朝
四
時
か
ら
た
ん
鳥
会

に
行
き
ま
し
た
。
私
と
、
と
う
ち
ゃ
ん

は
車
に
乗
っ
て
、
ふ
く
し
か
ん
に
行
き

ま
し
た
。
さ
か
も
と
の
家
の
下
か
ら
行

き
ま
し
た
。
と
ち
ゅ
う
で
と
ま
っ
て
、

鳥
の
な
き
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
な
き
声
を
聞
く
た
び
に
た
ん

鳥
会
の
本
を
見
ま
し
た
。

　
い
ち
は
ん
よ
く
聞
こ
え
た
の
は
、
ひ

よ
鳥
で
す
。
ほ
か
の
鳥
の
な
き
声
も
聞

き
た
か
っ
た
け
ど
、
ひ
よ
鳥
の
せ
い
で

よ
く
聞
こ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ど
ん
ど
ん
山
を
の
ぼ
っ
て
行
き
ま
し

た
。
少
し
休
み
ま
し
た
。

　
だ
れ
か
が
、

「
あ
れ
は
、
ト
ビ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」

と
い
い
ま
し
た
。
中
島
先
生
が
、
そ
う

が
ん
き
ょ
う
で
見
る
と
、
「
あ
れ
は
、

ト
ビ
じ
ゃ
な
く
て
ア
オ
サ
ギ
で
す
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
私
は
本
を
見
ま
し
た
。

ア
オ
サ
ギ
は
ど
こ
も
、
丸
は
つ
い
て
い

ま
せ
ん
。
儀
明
だ
け
で
す
。

私
は
、
め
ず
ら
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

や
く
し
様
の
近
く
で
、
ス
ズ
メ
を
見
ま

し
た
。
そ
の
ス
ズ
メ
は
、
「
ニ
ュ
ー
ナ

イ
ス
ズ
メ
」
い
う
の
だ
そ
う
で
す
。
や

く
し
様
で
、
高
橋
先
生
か
ら
し
ゃ
し
ん

を
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
今
ま
で
出
て
き
た
鳥
の
名

前
を
ま
と
め
て
い
る
と
、
進
君
が
、

「
雨
が
ふ
っ
て
き
た
よ
。
」

と
言
っ
た
の
で
よ
く
ま
わ
り
を
見
る
と
、

ぺ
P
．
F
畠
．
、
避
一
．
置
．
壁
、
－
．
騨
．
ー
．
．
，
－
。
，
．
甲
。
3
．
』
．
、
，
．
峠
．
．
言
P
甲
』
、
、
謬
．
．
星
．
壁
8
。
．
－
　
．
蓼
　
　
8
　
　
3
　
　
躍

・
終
日
運
転
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

　
「
魂
の
抜
け
た
状
態
」
が
一
時
間
半

の
間
隔
を
置
い
て
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

f
長
距
離
運
転
の
と
き
は
一
時
間

　
に
一
度
休
憩
を
し
、
身
体
の
屈
伸

　
運
動
を
ー
ー

。
ま
た
、
運
転
者
の
前
方
を
注
視
し
て

　
い
る
時
間
帯
は
、
午
後
二
～
三
時
こ

雨
が
ふ
っ
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
、
い

そ
い
で
帰
り
ま
し
た
。

草
の
葉
を
か
ぶ
っ
て
い
る
人
が
い
ま
し

た
。
雨
に
ぬ
れ
て
や
っ
と
ふ
く
し
か
ん

に
つ
き
、
中
に
は
い
っ
て
聞
く
ご
と
の

で
き
た
鳥
の
ま
と
め
を
し
ま
し
た
。

ぜ
ん
ぶ
で
、
二
十
五
種
類
い
た
よ
う
で

す
。
　
私
が
今
で
も
お
ぼ
え
て
い
る
鳥
は
、

ま
ず
、
う
ぐ
い
す
で
す
。
う
ぐ
い
す
は
、

「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
で
わ
か
り
ま
す
が
、

そ
の
後
に
「
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
」
と
な
く

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
の
み

に
き
け
ん
な
こ
と
が
お
こ
っ
た
時
で
す
。

つ
ぎ
は
、
カ
ラ
ス
で
す
。
カ
ラ
ス
で
も
、

二
種
類
い
る
の
で
す
。
　
一
つ
は
、
ハ
シ

ボ
ソ
ガ
ラ
ス
、
も
う
一
つ
は
、
ハ
シ
ヴ

ト
ガ
ラ
ス
で
す
。
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
は
、

口
は
し
が
細
く
て
な
き
声
が
「
ガ
ー
ガ

ー
」
と
に
ご
っ
た
声
で
す
。
ハ
シ
ブ
ト

ガ
ラ
ス
は
、
は
ん
た
い
に
口
は
し
が
ふ

と
く
て
、
「
カ
ー
カ
ー
」
と
す
ん
だ
声

で
な
き
ま
す
。

　
ッ
バ
メ
や
ス
ズ
メ
は
、
人
間
が
住
ん

で
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
生
活
し
な
い

そ
う
で
す
。
で
も
、
ス
ズ
メ
の
中
で
は

そ
う
で
な
い
ス
ズ
メ
も
い
る
そ
う
で
す
。

び
っ
く
り
し
た
の
は
、
ア
オ
サ
ギ
が
い

た
こ
と
で
す
。
そ
の
反
対
に
が
っ
く
り

し
た
の
は
、
ト
ビ
が
い
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
出
て
き
て
も
い
い
の
に
と
思
い

ま
し
た
。

　
四
日
の
た
ん
鳥
会
は
、
と
て
も
勉
強

に
な
っ
た
し
、
し
ら
け
鳥
が
と
ん
で
い

た
と
こ
ろ
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

た
だ
、
雨
さ
え
ふ
ら
な
け
れ
は
、
も
う

少
し
、
な
き
声
が
聞
か
れ
た
の
に
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

　
と
て
も
楽
し
い
勉
強
に
な
っ
た
、
た

ん
鳥
会
で
し
た
。

ろ
は
平
均
値
の
二
〇
％
、
午
前
二
～

三
時
こ
ろ
は
平
均
値
の
七
〇
％
も
低

下
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

1
運
転
中
、
と
き
ど
き
冷
た
い
外

　
気
を
足
も
と
に
流
す
よ
う
に
ー

i
助
手
の
役
目
は
重
要
で
と
き
ど

　
き
話
し
か
け
運
転
者
の
気
持
を
和

　
わ
ら
げ
て
や
ろ
う
。
f

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



芸支

嵐州軋ヤい

鷺4

し
ぶ
み
俳
句
会

　
　
　
　
　
春
山
他
石
　
　
選

　
　
4
月
2
6
日
　
於
・
克
雪
セ
ン
タ
ー

山
裾
は
雪
深
々
と
フ
ナ
芽
吹
く

出
稼
ぎ
の
目
に
古
里
は
ブ
ナ
芽
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

父
と
子
に
軒
端
は
温
し
車
組
む

開
け
放
ち
雁
木
は
温
し
舅
定
す

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ε
　
静
風

雪
残
り
居
り
一
輪
の
辛
夷
咲
き

病
室
で
歩
行
訓
練
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常

廃
屋
の
う
も
る
ま
ま
の
雪
の
原

雪
お
ろ
す
男
ま
さ
り
の
留
守
居
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶

雪
解
水
飛
沫
と
な
り
て
岩
を
う
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠

山
鳴
り
に
川
鳴
り
も
し
て
峡
の
春

間
道
の
ま
だ
雪
深
き
四
月
か
な

一
っ
ず
っ
冬
を
越
し
た
る
鉢
を
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

早
春
の
信
濃
路
古
き
門
構
え
　
淡
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

わ
ず
か
な
る
雪
間
の
畑
を
焼
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

も
ら
い
風
呂
お
ぼ
ろ
月
夜
の
道
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

雪
解
け
の
せ
せ
ら
ぎ
伝
い
里
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

城
跡
の
月
の
夜
桜
散
り
初
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

繊繋づ
　
　
　
　
冒
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0
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・
・
0
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●
0
…
0
…
0
彫
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0

ロ

フ

　
　
　
　
　
　
春
山
他
石
　
　
選

し
ぶ
み

　
　
　
　
　
　
5
月
n
日

　
　
句
会

　
　
　
　
　
　
於
総
合
セ
ン
タ
ー

ま
き
終
え
し
種
も
み
袋
雪
さ
ら
し

雪
割
っ
て
稚
苗
の
ハ
ウ
ス
組
立
て
ぬ

陽
だ
ま
り
に
明
日
は
売
ら
る
る
豚
眠
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

曲
り
屋
の
今
年
も
減
り
し
木
の
芽
雨

大
寺
の
芽
吹
き
そ
め
た
る
大
穆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

鯉
の
ぽ
り
は
た
め
き
ぜ
ん
ま
い
干
し
上

が
る
春
の
霧
残
り
雪
あ
る
村
に
濃
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

菊
根
分
け
老
い
知
る
こ
と
も
な
く
楽
し

梨
の
花
漸
く
咲
い
て
越
も
奥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

目
覚
む
れ
は
車
窓
林
檎
の
花
畑

雪
渓
を
渡
る
人
あ
り
山
桜
　
　
静
　
風

目
に
映
る
青
葉
の
な
か
に
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
　
司

ほ
と
と
ぎ
す
妻
は
夕
餉
の
台
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
　
平

ひ
る
が
え
る
朴
の
若
葉
の
朝
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
　
水

柳
芽
ぶ
き
妻
も
眉
引
く
少
し
濃
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

室
野
ま
だ
五
月
一
日
雪
三
尺
紅
茶

苗
代
の
案
山
子
が
被
る
ヘ
ル
メ
ヅ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

暮
六
つ
の
ま
だ
日
は
高
し
よ
も
ぎ
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

心
待
つ
鶏
足
山
の
ブ
ナ
芽
立
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

雪
椿
手
折
り
て
上
げ
ぬ
花
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

明
け
や
ら
ぬ
万
寧
山
や
仏
法
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

　
毎
年
多
数
の
皆
様
か
ら
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
町
民
プ
ー
ル
を
、
次
の

と
お
り
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
き
ま
り
を
守
り
み
ん
な
で
楽
し
く
泳

い
で
下
さ
い
。

◎
時
間

　
第
一
号
（
松
代
）

　
第
二
号
（
室
野
）

　
　
一
回
目
　
9
時
～
11
時

　
　
二
回
目
　
1
2
時
～
1
4
時

　
　
三
回
目
　
1
4
時
30
分
～
1
6
時
3
0
分

　
第
三
号
（
蒲
生
）

　
　
一
回
目
　
1
0
時
～
1
2
時

　
　
二
回
目
　
1
2
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

　
　
三
回
目
　
1
5
時
3
0
分
～
1
7
時
3
0
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

㊧
　
　
「
若
　
　
葉
」

　
　
　
千
年
柳
　
　
　
茶
水

一
字
を
す
っ
ぽ
り
包
む
山
も
棒
若
葉

一
村
の
家
が
よ
く
見
え
柿
若
葉

耳
う
と
き
我
れ
の
真
上
に
時
鳥

星
ま
は
ら
一
声
高
く
時
鳥

い
さ
ぎ
よ
く
川
に
流
る
N
鹸
り
苗

右
左
り
青
田
濃
く
な
り
雨
を
待
つ

足
を
病
む
妻
は
眠
ら
ず
短
か
夜
ぞ

の
N
し
り
て
見
れ
は
我
れ
な
り
わ
ら
び
取
り

鶯
の
帰
音
短
か
し
老
に
入
る

入
梅
や
製
材
音
も
し
め
り
が
ち

㊧
　
　
　
　
「
夏
」

　
　
　
松
代
本
柳
　
　
常
仙

暗
夜
に
も
た
冥
あ
ざ
や
か
に
手
毯
花

古
池
に
紫
あ
や
め
初
夏
の
景

冷
奴
酒
一
ぱ
い
労
慰
す

青
紫
蘇
を
切
ざ
み
冷
麦
夏
の
味

ち
ま
き
結
ふ
姿
の
手
つ
き
の
あ
．
ざ
や
か
さ

と
こ
ろ
て
ん

心
太
か
け
ひ
の
水
や
た
れ
の
味

第
一
号
（
松
代
）
プ
ー
ル
は

　
夜
も
開
設

　
　
　
　
1
－
　
　
　
　
　
　
0

7
月
2
日
～
8
月
－
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
勲
鐡
．
・
’
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ヤ

　
第
一
号
（
松
代
）
の
プ
ー
ル
は
次
の

期
間
、
夜
も
開
設
い
た
し
ま
す
。
み
ん

な
で
き
ま
り
を
守
り
楽
し
く
泳
い
で
く

だ
さ
い
。

◎
期
間
と
時
間

　
7
月
21
日
～
8
月
1
0
日

　
午
後
7
時
～
9
時


